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令和 元 年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 １１ 学 校 名 藤枝特別支援学校 焼津分校 校 長 名 木川 誠 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 人権意識を高める 

アンケートに

よるいじめの

兆候に対する

早期発見、早

期対応 100% 

アンケートに

よるいじめの

兆候に対する

早期発見、早

期対応 100% 

Ａ 

・アンケートから兆候や悩みの

ある生徒に対して、聞き取り、

面談、実態把握をした。学年で

共有し、環境設定を見直した。 

・兆候や悩みのある生徒はゼロ

ではないので日常観察の中で言

葉かけをしていく。 

イ 

生徒自身の命を守る

意識と行動力を育む 

通学途上の自

転車交通違反

０ 

地域での防災

訓練参加 70％

以上 

安全で早い避

難の実施避難

完了３分以内 

通学途上の自

転車交通違反

０ 

地域での防災

訓練参加 67％ 

安全で早い避

難の実施避難

完了３分以内

達成 33％ 

Ｂ 

・通学中の交通事故はない。 

・防災訓練などで注意喚起を行

い、命を守る意識を養うことが

できた。 

・くり返し防災訓練を行うこと

で、命の大切さや避難経路など

を確認することができた。 

・地域防災については面談で協

力をよびかけていく。 

・防災訓練時にはどういう行動

を取れば良いか考えさせたい。 

ウ 

性についての正しい

理解を図る 

思春期の心と

身体の変化に

ついて理解で

きた生徒 100% 

思春期の心と

身体の変化に

ついて理解で

きた生徒 75% 
Ｂ 

・養護教諭と連携し心と身体の

つながりについて指導すること

ができた。 

・他者との関わり方を指導して

いるが、正しい理解に至らない。 

エ 

業務改革による多忙

化解消を図る 

「効率よくかつ迅速

に、なごやかでおだ

やかな職場づくり」 

1日１時間は

授業準備時間

の確保、満足

する授業がで

きた教員 100% 

ゆとりを持っ

て授業準備が

できた教員

100%、週 1回

定時退勤した

教員 100% 

1日１時間は

授業準備時間

の確保、満足

する授業がで

きた教員、ゆ

とりを持って

授業準備がで

きた教員、週 1

回定時退勤し

た教員まとめ

て 56% 

Ｃ 

・学年で空き時間の調整をした。 

・水曜の定時退勤はできた。 

・空き時間を確保できていない

ときがある。 

・急な予定変更が多く把握しき

れない。 

・計画的な指導と教員同士の報

連相が大事。 

オ 

生徒主体の授業づく

りに取り組む 

「何をどのよう

にわかったか

考えたか 

が言えるかける

生徒」100％ 

「自分の良さ・得

意がわかる生

「何をどのよう

にわかったか

考えたか 

が言えるかける

生徒」100％ 

「自分の良さ・得

意がわかる生

Ａ 

・丁寧な PDCAサイクルで授業改

善できた。 

・全員の聞き取りを年 2 回実施

できた。 

・全ての授業で行えていないの

で、今後の研修で深めていきた

い。 
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徒」100％ 

「自分の課題が

わかる生徒」

100％ 

徒」96％ 

「自分の課題が

わかる生徒」98％ 

・自己肯定感と自己評価は相関

性があるので学年主任と連携を

とって日常観察をして必要に応

じて言葉かけをしていきたい。 

カ 

個々の専門性を向上

させる 

研修を授業や

指 導 に 生 か

し、生徒の成

長を実感でき

たとする教員

100% 

研修を授業や

指 導 に 生 か

し、生徒の成

長を実感でき

たとする教員

67% 

Ｂ 

・授業研、自分の強みを理解し

た生徒の発言、表情、感想をみ

て、成長を感じることができた。 

・研修を指導に生かすことがで

きなかった。 

キ 

自己肯定感を高める 「学校に居場

所がある」「相

談できる友達

や 教 員 が い

る」と評価す

る生徒 100％ 

「学校に居場

所がある」「相

談できる友達

や 教 員 が い

る」と評価す

る生徒 80％ 

Ａ 

・色々な場面で生徒が役割を果

たして成長していくのを感じ

た。 

・自己肯定感と自己評価は相関

性があるので学年主任と連携を

とって日常観察をして必要に応

じて言葉かけをしていきたい。 

ク 

働き続けるための体

力を育てる 

走力、投力の

向上 80％以上 

走 力 の 向 上

81％、投力の

向上 77％ Ｂ 

・肩の可動域を広げるストレッ

チを行った。 

・部活は一生懸命やる生徒が多

いので、トレーニングや体育で

も精一杯取り組んでほしい。 

ケ 

ケ：水産高校及び焼

津地域での共生・共

育を進める 

焼津市ボラン

ティア登録の

生徒の平均参

加回数２回以

上 

焼津市ボラン

ティア登録の

生徒の平均参

加回数２回以

上 33％ 

Ｃ 

・生徒に考えさせ実践させる場

を設定することができた。 

・分校として積極的に地域と関

わる姿勢は継続していきたい。 

コ 

コ：進路先の確保と

就労希望の生徒の就

職を実現する 

圏域関連諸機

関と連携を密

に進路決定ま

での道筋を計

画的に示し、

進路先の確保

及び希望者の

就職率 100％ 

圏域関連諸機

関と連携を密

に進路決定ま

での道筋を計

画的に示し、

進路先の確保

及び希望者の

就職率 94％ 

Ａ 

・生徒や保護者の希望や担任の

意向を学年会で確認し実習先を

確保した。 

・適性に合った進路先を探した。 

・希望に添えないこともあった。 

 

サ 

サ：将来の生活を具

体的にイメージでき

るようにする 

保護者や生徒

のニーズに答

え、卒業後の

生活を見据え

た支援ができ

たとする教員

100% 

保護者や生徒

のニーズに答

え、卒業後の

生活を見据え

た支援ができ

たとする教員

71% 

Ｂ 

・日常的に意識して取り組めた。 

・教員や生徒本人と目標を確認

する機会を増やしたい。 

 


